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第47回くんねっぷふるさとまつり
 どすこい！くんねっぷバブル相撲の様子

（紹介は２ページです）
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収量・品質に期待
秋まき小麦の収穫作業開始！
　ＪＡきたみらいでは秋まき小麦「き

たほなみ」の収穫が７月20日から始

まりました。今年は適度な降雨と温

度のなか順調に生育し、収穫作業は

平年並みの日程で開始されました。

　管内各地では、黄金色に色づいた

小麦畑を大型コンバインが次々と麦

穂の刈取りを進め、収穫された小麦

は大型ダンプに積み込まれ、ＪＡ小麦乾燥調製貯蔵施設

へ搬入されました。

　今年度約８㌶の作付けをしている、きたみらい麦作振

興会の岡見博文会長は「刈取りが始まってからは雨が少

なく順調に作業が進んだ。実入りが良く、細麦の心配も

少ないので収量・品質ともに期待したい」と話しました。

　今年度、当ＪＡでは約3,700㌶作付けしており、生産

量は約27,000㌧を予定しています。

▲青年部の射的ブース

　広報誌「おひさまサラダ」

を当ＪＡのホームページで紹

介しています。

　右下にあるＱＲコードから

閲覧できます

ので、ぜひご

覧下さい。

をホームページで
閲覧できます！

行灯や出店、新登場のイベントなど大盛況
　

７
月
11
日
と
12
日
、
訓
子
府
町
で
第
47

回
く
ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

11
日
の
夜
は
行
灯
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

様
々
な
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
灯
を
披

露
。
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
は
人

気
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
描
い
た
行
灯
を
引
い
て
観
客
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

12
日
は
多
く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
出
店

が
並
ぶ
中
、
当
Ｊ
Ａ
は
ゆ
め
い
こ
ろ
の
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
販
売
、
同

支
部
は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
射
的
を
行
い
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
実
行
委
員
会
で
は
新
登
場

の
イ
ベ
ン
ト
「
ど
す
こ
い
！
く
ん
ね
っ
ぷ
バ

ブ
ル
相
撲
」
を
開
催
し
、
当
Ｊ
Ａ
の
職
員
や

組
合
員
も
参
加
し
ま
し
た
。
２
対
２
の
白
熱

し
た
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
訓
子
府
地
区

の
山
本
将
志
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
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北
海
道
の
農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
新
し
く
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
む
方
に
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
五
連
（
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
北
信

連
・
共
済
連
・
厚
生
連
）
会
長
連
名
の
激

励
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
新
規
学
卒
者
９
人
、
Ｕ
タ

ー
ン
８
人
の
計
17
人
に
激
励
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

激
励
状
授
与
式
は
、
６
月
25
日
に
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

９
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齊
藤
専
務
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五

連
の
使
命
と
事
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、

同
じ
農
業
人
に
な
る
仲
間
た
ち
へ
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
人
ひ

と
り
に
声
を
掛
け
て
激
励
状
を
手
渡
す
と
、

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
な
面
持

ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲激励状を受け取る小林さん（相内地区）

▲激励の言葉を贈る齊藤専務

▲授与式に出席した９人の就農者とＪＡきたみらいの役職員

　
第
一
次
産
業
の
農
業
を
「
自
分
の
職
場
」
と
し
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業

し
て
就
農
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
他
産
業
に
従
事
し
、
第
二
の
職
場
と
し
て
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
た
方
、
い
ず
れ
も
農
業
へ
の
情
熱
は
同
じ
で
す
。

　
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
方
に
、
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五
連

か
ら
激
励
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
の
激
励
状
授
与
式
と
北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
が
、
６
月
25
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
見
市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町

の
就
農
２
年
目
ま
で
の
若
手
農
業

者
を
対
象
に
し
た
北
見
地
区
新
規

就
農
者
交
流
研
修
会
が
６
月
25
日

に
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事

務
所
で
行
わ
れ
、
若
手
農
業
者
や

関
係
機
関
な
ど
合
わ
せ
て
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
１
市
２
町
と
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
な
ど
で
構
成
し
て
い

る
北
見
地
区
農
業
振
興
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
、
農
業
の
知
識
研
鑽

及
び
情
報
交
換
な
ど
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
。
北
海
道
大

▲講演する小林准教授

▲講師を囲んで記念撮影

▲熱心に話を聞く参加者 ▲講演の様子

学
農
学
研
究
院
の
小
林
国
之
准
教

授
が
講
師
を
務
め
『
新
規
就
農
者

に
期
待
す
る
こ
と
』
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

小
林
准
教
授
は
「
Ｊ
Ａ
と
は
何

か
」
「
何
の
た
め
に
農
業
を
や
る

の
か
」
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
大

切
な
こ
と
は
何
か
」
の
３
つ
の
テ

ー
マ
で
、
参
加
者
の
意
見
も
踏
ま

え
な
が
ら
講
演
。
日
常
的
に
Ｊ
Ａ

と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
や
、
周
り

の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

特 集

〜
北
海
道
大
学
　
小
林
准
教
授
〜

新
規
就
農
者
へ
の
期
待
を
講
演

〜
き
た
み
ら
い
管
内
に
17
人
が
就
農
〜

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
北
見
支
部
〜

最
先
端
農
業
技
術
と
食
の
魅
力
を
学
ぶ

　

そ
の
後
は
、
ホ
ク
レ
ン　

食
と
農
の

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
「
く
る
る
の
杜
」

の
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
り
、

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
新
鮮
な

野
菜
や
、
道
産
食
材
を
使
用
し
た
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
部
員
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
最
先
端
の
農
業

技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
生
産
者
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
食
材
に
触
れ
、
農
業
と

食
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
活
動

に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

実
り
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
北
見
支
部

は
６
月
24
日
か
ら
25
日
ま
で
の
１
泊
２

日
の
日
程
で
道
内
視
察
研
修
を
実
施
し
、

部
員
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
北
広
島
市
の
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ

Ｔ
Ａ　

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ　

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
を
訪

問
し
、
施
設
内
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ　

Ｌ
Ａ

Ｂ
（
テ
ッ
ク
ラ
ボ
）
」
を
中
心
に
見
学

し
ま
し
た
。
屋
内
栽
培
施
設
な
ど
の
見

学
を
通
し
て
、
地
球
環
境
問
題
や
国
内

の
就
農
人
口
減
少
と
い
っ
た
農
業
を
取

り
巻
く
課
題
に
対
し
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
や
、
未

来
の
農
業
の
姿
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

▲TECH LABを見学する部員

▲参加した部員の集合写真

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
〜

日
帰
り
研
修
を
実
施
し
交
流
を
深
め
る

で
粘
土
を
伸
ば
し
形
作
る
「
手
び
ね
り
」

を
体
験
し
、
茶
碗
や
湯
呑
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
好
み
の
作
品
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
町
内
で
昼
食
を
と
り
、

網
走
市
の
フ
ル
ー
ツ
園
髙
石
へ
移
動
。

い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て
、
参
加
し
た
会
員
は

「
天
候
に
恵
ま
れ
ず
肌
寒
さ
を
感
じ
る

一
日
だ
っ
た
が
、
会
員
同
士
交
流
を
深

め
な
が
ら
多
く
の
体
験
が
で
き
、
充
実

し
た
研
修
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
７
月
１
日
、
会
員
交
流
日
帰
り
研
修

を
開
催
し
、
会
員
の
子
ど
も
を
含
め
て

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
会
員
同
士
の
交
流
を
目

的
に
例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前
中

は
北
見
市
常
呂
町
の
流
氷
窯 

手
工
芸

の
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
陶
芸
の
一
種
で
、

電
動
ろ
く
ろ
を
使
わ
ず
自
分
の
手
や
指▲参加者の集合写真

▲手びねり体験の様子

▲支援員と共に確認を取りながら作業
　を行う利用者

▲佐藤さんの倉庫内で作業に励む利用者

と
で
出
来
高
に
よ
る
賃
金
体
系
で
収
穫

作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
利
用
者
ら
は
生
産
者
よ
り

作
業
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
支
援
員
と
共
に

作
業
方
法
や
出
来
を
確
認
し
、
お
互
い

に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
作
業
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。　

　

今
年
度
、
初
め
て
農
福
連
携
事
業
の

作
業
を
依
頼
し
た
谷
川
さ
ん
は
「
事
前

に
農
福
連
携
事
業
の
説
明
や
作
業
の
際

の
条
件
等
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
作
業

前
と
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
か
っ
た
。
皆
さ

ん
真
面
目
に
作
業
を
し
て
く
れ
て
、
出
来

も
き
れ
い
で
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
花
豆
の
女
竹
抜
き
や
に
ん
に

く
の
種
割
り
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
７
月
３
日
か
ら
今
年

度
の
農
福
連
携
事
業
に
よ
る
北
見
市
内

の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の

作
業
委
託
が
始
ま
り
ま
し
た
。
施
設
の

利
用
者
ら
は
端
野
地
区
の
㈱
ア
グ
リ
も

み
や
ま
で
行
っ
た
コ
ン
テ
ナ
の
組
立
て

作
業
を
皮
切
り
に
、
同
地
区
の
谷
川
純

一
さ
ん
の
圃
場
や
北
見
地
区
の
佐
藤
正

人
さ
ん
の
倉
庫
内
で
、
サ
ラ
タ
マ
や
玉

ね
ぎ
「
真
白
」
の
茎
葉
と
根
を
切
り
落

と
す
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
、
障
が
い
を
抱
え
る
方

の
就
労
訓
練
や
社
会
参
画
の
場
を
創
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
不
足
を
抱

え
る
農
業
・
農
村
に
と
っ
て
の
労
働
力

の
確
保
や
地
域
農
業
の
維
持
を
目
指
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
受
入
農
家
の
も

農
福
連
携
事
業
、作
業
が
ス
タ
ー
ト

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
〜

農
作
業
事
故
と

 

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
学
習
会
開
催

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）

に
つ
い
て
学
習
。
作
物
の
非
生
物
的
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
Ｂ
Ｓ
資

材
に
つ
い
て
、
定
義
や
効
果
、
商
品
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
悲
惨
な
事
故
に

つ
い
て
実
際
の
写
真
を
見
た
り
救
助
時

の
様
子
を
聞
く
こ
と
で
、
農
作
業
事
故

に
対
す
る
危
機
意
識
が
一
層
高
ま
っ

た
」
「
今
後
必
要
性
が
高
ま
る
と
思
わ

れ
る
Ｂ
Ｓ
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
概
念

か
ら
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
、
有
意
義
な
学
習
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
26

日
、
当
Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
学
習

会
を
開
催
し
、
部
員
44
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

学
習
会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
前

半
は
北
見
地
区
消
防
組
合
消
防
署
消
防

救
助
課
救
助
担
当
係
の
穴
田
祐
也
係
長

に
講
師
を
依
頼
し
、
農
作
業
事
故
に
つ

い
て
学
習
。
実
際
に
管
内
で
発
生
し
た

様
々
な
農
作
業
事
故
や
、
事
故
発
生
時

の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

後
半
は
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
生
産
資

材
課
の
橘
し
お
り
氏
に
講
師
を
依
頼
し
、

▲▼学習会の様子
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きたみらい特定技能生

トウ ザー ミンさん（26歳）

出身地：メイッティーラ

【ミャンマー・マンダレー地域】

役立つミャンマー語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　写真を撮ることです。
Ｑ好きな日本語はなんですか?
　　ありがとうです。
Ｑ日本の食べてみたいものはなんですか?　　寿司を食べてみたいです。Ｑ日本に来て大変だったことはなんですか?　　寒かったことです。
Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　有名で景色のきれいな場所に行ってみたい  　です。
Ｑ農作業をしてみてどうでしたか?
　　大変ですが、みんなと一緒に働くので楽し　いです。

　『チェーズーティンバーデー』はミャンマー語で

ありがとうございますという意味です。それに対し

てどういたしましてというお礼は『ヤーバーデー』

と返して言います。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.60食料品小売店について④　

　ただのお買い物ではない何か。それは、沖縄にしか生まれない文化なのだろうか。

　いいえ、そうではないと思う。日本の多くの地域と同じように、沖縄でも農村地域を中心に若

者の人口流出が進み、高齢化や後継者不足、生活インフラの縮小といった課題が重なっている。

また、共同売店も時代の変化とともにその存在感が少しずつ失われていった。それでも、朝から

夜まで、地域に住む様々な人の求めに応え続ける光景を作り出していたお店は、決して「元気で

力のある地域」だけに見られるわけではなかった。近くにお店が全くない人口100人ほどの過疎

地域もあれば、500～600人ほどの農村市街地もあり、市街地の中にありながらすぐ近くにコンビ

ニがあるという地域もあった。

　過疎が進むＪ集落では、高齢の独身農家が多く暮らしている。お店では、一人暮らし向けの惣

菜が豊富に並び、つい同じものを選びがちなところを新しくかつ健康を意識した品揃えが心がけ

られている。時には、泡盛の買い過ぎへの注意も聞こえてくる。

　都市部からそう遠くなく、経済圏としてもある程度の規模を持つＫ地区では、効率化の流れの

中で入荷してくれる卸売業者が数軒にまで減り、仕入れの手間が増えている。それでも、地域の

特産と小規模農家からの仕入れを何より大事にしている。「求められているから、役目かと。や

らないとみんなも続けられなくなる」という。

　市街地中心部にあり、近くにはコンビニもあるＮ地区は、地域内の繋がりが薄れていく様子が

目に見えてきている。そこで、店内の飲食スペースに地域のギャラリーを設けたり、少年団や老

人会など地域グループが利用しやすいようにしたり、青年部と連携してイベントを新たに立ち上

げ、賑わいを作り出している。

　これらは、沖縄・共同売店という存在を主語にして一括りに説明できることというより、店と

いう場を通じて、運営する人達がそれぞれ、地域や地域の人を案じる気持ちから、自分たちに出

来ることを実践してきたことだと思った。共同売店、そしてそれに代表される農村地域の食料品

小売店は、元々そうした役割が備わっていたわけではなく、日常的に使われ、地域と緊密に結び

ついているからこそ、その関係性の中で自然と芽生えて、それに気づいた人によって具現化され

た役割だった。

　こうして食料品小売店が持つ可能性を感じるほどに、次に浮かんでくるのは「どうすればこれ

を意識した運営にしていき、それを持続させられるのか」という問いだった。共同売店だけでな

く多くの農村小売店が経営に苦しみ、自力だけでは今の地域のニーズに合わせた転換が難しいこ

とを、年々増える閉店数からよく分かるからだ。

　そこで、同じような課題に向き合ってきた事例を色々と探してみた。北海道や本州にも近い例

が各地に点在しているが、なかでも興味を引かれたのが、アメリカ・カンザス州にあるRural 

Grocery Initiative（以下RGI）での取り組みだった。20年ほど前、農村地域の課題解決に向けて

実践的な動きをしていく第一歩を考えるために各分野の専門家が集められ、そこで出てきたアイ

デアが「コミュニティの維持には、まず何より食料品小売店を維持していくことだ」というもの

だった。そこからRGIが立ち上げられ、20年近くにわたってカンザス州を中心にアメリカ全土で、

農村地域の食料品小売店の維持と継承、経営形態の転換と経営改善のサポートを行ってきた。直

感的に「これだ」と思い、すぐに担当者に連絡を取った。（つづく）

北海道大学大学院農学研究院　李　澍

訓子府地区・豊坂

《２匹ともスコティッシュフォールド》

まりおくん（６歳）・まりんちゃん（６歳）

Ｑ．飼い始めたきっかけは何ですか？
　13年間飼っていたゴールデンレトリバ
ーが亡くなってしまい、動物はしばらく
いいかなと考えていたのですが、やっぱ
り動物がいる生活のほうがいいと思い、
猫は飼ったことがなかったこともあり新
たに迎えることにしました。
　最初に「まりお」を飼い始めたのです
が、あまりの可愛さに半年後には「まり
ん」をお迎えしました。

Ｑ．どんな性格ですか？
　まりおは食いしん坊で食べるのが大好き。キッチンに人がいると何かもらえると思い近づいてきます。
身体は大きいですが臆病な性格です。
　まりんはおとなしそうにみえてとってもお転婆です。野良猫と大喧嘩して怪我をしたこともあります。
　２匹ともとっても可愛くて毎日癒されています。家族みんなに可愛がられていておもちゃが増えてい
く一方です（笑）。

訓子府地区・豊坂の中西浩司さん・貴子さんの猫達に登場していただきました。

▲まりおくん
▲まりんちゃん
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.19

「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」店舗のご紹介

温 根 湯

留 辺 蘂

置 　 戸

訓 子 府

相 　 内

上 常 呂

北 　 見

端 　 野

合 　 計

52

31

68

240

58

88

119

152

808

20

20

27

36

21

21

32

58

235

18

16

18

35

21

21

28

48

205

34.6％

51.6％

26.5％

14.6％

36.2％

23.9％

23.5％

31.6％

25.4％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地 区 名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出 席 率

　

７
月
２
日
か
ら
３
日
と
６
日
か
ら
７
日

の
４
日
間
、
８
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
地
区

別
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
組
合
員
と
家
族
の

み
な
さ
ん
２
３
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
部

門
ご
と
に
事
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
や
農

夏
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

８
会
場
に
２
３
５
人
出
席

畜
産
物
の
情
勢
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出

席
し
た
組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と

質
問
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
Ｑ
＆
Ａ
と
し
て

「
冊
子
」
お
よ
び
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

▲36人が出席して行われた訓子府地区懇談会

◀パッケージ

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
は
６
月
27
日
と
７

月
８
日
・
９
日
に
行
わ
れ
た
第
68
回
オ
ホ
ー
ツ

ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で
４
年
連
続
８
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工

場
と
対
戦
し
、
先
発
金
子
舜
選
手
（
本
店
共
済

課
）
の
安
定
し
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
自
慢
の
打
線

が
繋
が
り
５
回
コ
ー
ル
ド
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
と
対

戦
し
、
投
手
戦
に
よ
る
緊
迫
し
た
ゲ
ー
ム
展
開

の
中
、
レ
フ
ト
近
藤
快
選
手
（
企
画
人
事
グ
ル

ー
プ
）
の
好
守
や
、
投
げ
て
は
大
塚
遼
人
選
手

（
組
織
振
興
東
グ
ル
ー
プ
）
が
７
回
１
失
点
の

粘
り
強
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
流
れ
を
呼

び
込
み
、
終
盤
に
決
勝
点
を
追
加
し
勝
ち

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

勢
い
に
乗
っ
た
決
勝
で
は
、
ホ
ク
レ
ン

北
見
支
所
と
対
戦
。
初
回
に
６
連
打
５
得

点
と
幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
先
発

大
塚
選
手
の
熱
投
に
打
線
も
奮
起
し
、
見

事
優
勝
し
４
連
覇
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲優勝記念写真

▲投手で活躍した
　大塚選手

ま
た
、
個
人
賞
と
し
て
最
優
秀
選
手
賞
を
金
子

選
手
、
優
秀
賞
を
大
塚
選
手
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
康
平
監
督
（
ふ
れ
あ
い
相
談
東
グ
ル
ー

プ
）
は
「
大
会
最
長
記
録
に
並
ぶ
４
連
覇
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
た
。
昨
年
は
全
道
で
悔
し
い

思
い
を
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
良
い
結
果
を
求

め
た
い
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
会
期
間
中
に

選
手
出
場
に
配
慮
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
優
勝
で
８
月
25
日
と
26
日
に
行
わ
れ

る
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

第
68
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で
大
会
４
連
覇

～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
～

新規採用のお知らせ
経営支援部
コントラグループ

道原　一也
みちはら　　かず　や

　一日でも早くお役に立てるよう頑張
ります。よろしくお願いします。

昭和61年生まれ
北見工業高等学校 卒業
趣味・好きなもの
　サッカー

経営支援部
コントラグループ

田中　悠太
た　なか　　　ゆう　た

　組合員や地域の皆さまのお役に立て
るよう、一生懸命頑張ります。

平成２年生まれ
北見緑陵高等学校 卒業
趣味・好きなもの
　家族で旅行や遠出
をすること

『レストラン すずしろ（東京農業大学世田谷キャンパス内）』
東京都世田谷区桜丘１丁目１ー１

　北見市農林水産部より紹介頂いた東京農業大学世田谷キャンパス内の学生食堂で、

当ＪＡ産の玉ねぎと馬鈴しょを使用頂いており、東京新宿ベジフル世田谷市場から納

品されています。農業に関心を持つ多くの学生が、レストランで提供される料理を通

じて、きたみらい地域や生産者とつながるきっかけになればと思います。

▲店舗入口と内観の様子▲ ▲学食のカレー

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
商
品
「
ゆ
め
い
こ

ろ
と
手
羽
元
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
」
が
７
月
１
日
よ
り
一
般

販
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

 

男
爵
薯
を
母
に
も
つ
期
待
の
新
品
種
「
ゆ
め
い
こ
ろ
」

を
使
用
し
、
ニ
ン
ジ
ン
、
レ
ン
コ
ン
、
国
産
手
羽
元
肉
が

ゴ
ロ
っ
と
入
っ
た
食
べ
応
え
抜
群
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
で
す
。

　

さ
ら
に
ス
パ
イ
ス
を
し
っ
か
り
効
か
せ
て
い
る
の
で
、

ご
飯
が
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
す
。
是
非
、
お
土

産
や
ご
自
宅
用
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
！

 

１
箱
３
０
０
ｇ
、
一
般
販
売
価
格
１
，
０

０
０
円
（
税
抜
）
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

パ
ラ
ボ
、
イ
オ
ン
北
見
店
、
コ
ー
チ
ャ
ン
フ

ォ
ー
北
見
店
、
エ
ー
コ
ー
プ
各
店
舗
に
て
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

「
ゆ
め
い
こ
ろ
と
手
羽
元
の

  

ス
ー
プ
カ
レ
ー
」が
新
発
売
！

「
ゆ
め
い
こ
ろ
と
手
羽
元
の

  

ス
ー
プ
カ
レ
ー
」が
新
発
売
！

【お問い合わせ先】ＪＡきたみらい企画開発グループ
　　　　　　　　 ＴＥＬ ０１５７－３２－８７９０まで

６月27日
７月８日

７月９日

【１回戦】
【２回戦】
【準決勝】
【決　勝】

ＪＡきたみらい 　－　 ＪＡめまんべつ
ＪＡきたみらい 11－４ ホクレン中斜里製糖工場
ＪＡきたみらい ４－１ ＪＡオホーツク網走
ＪＡきたみらい 12－８ ホクレン北見支所

（雨天協議による勝利）

戦績
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第６回 理事会報告
　７月28日、午前９時00分より第６回定例理事会が開

催され、報告事項13件、決議事項２件が協議され、原

案通り承認されました。

　

【報告事項】

①財務状況報告について

②道連の決算及び剰余金について

③人事の発令について

④令和８年度夏期地区別懇談会意見集約について

⑤共済一斉推進取り組み状況について

⑥作況調査（７月15日）報告について

⑦令和８年度作付実態調査集約について

⑧６月13日降雹・集中豪雨および７月14日集中豪雨被

　害報告について

⑨ＪＡきたみらい農地流動化対策実施要領の改正につ

　いて

⑩令和７年産　玉ねぎ・馬鈴しょの本精算について

⑪令和９年産 カラ枠調査に伴う指標再配分（案）に

　ついて

⑫ＪＡきたみらい農機自動車展示会実績報告について

⑬組合員状況報告について

　

【決議事項】

①固定資産の取得・処分について

②スチールコンテナ導入について

　全国共済農業協同組合連合会は７月13日、札幌市
の共済ビルで「令和８年度　ＬＡ・スマサポ大会」
を開催しました。
　同大会は令和７年度に素晴らしい活躍をみせたラ
イフアドバイザーを表彰するもので、当ＪＡからは本
店総合渉外課の武田麻里調査役が表彰を受けました。
　武田調査役は「日頃より共済事業にご理解をいた
だいている組合員や地域、職場の皆様のおかげ。同
大会では全道の優秀なライフアドバイザーと意見交
換を行ったので、今後の推進活動に生かしたい」と
述べました。

▲賞状（全道優績ＬＡ顕彰　広域推進の部）

きたみらいから１人が表彰
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和８年７月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

ＪＡきたみらい概要
祭りに行きたい！

はやく夏休みになって欲しい！
夏

（端野地区　谷川　紗彩さん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：ゆきたけし

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「麦ま
るごとうどん」と新商品「ゆめいころと手羽元
のスープカレー」をプレゼント致します。

７月号のまちがいさがしの答えは
「４、６、７、９、12」でした。７月号まちがいさがしの当選者

以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ焼肉のたれ」と「玉ねぎポン酢」をプレゼント致します。

・井　上　琴　未さま（北　見）・森　岡　大　翔さま（訓子府）・内　木　一　貴さま（端　野）

・吉　井　一　葵さま（訓子府）・山　内　芳　子さま（端　野）・木　島　幸　子さま（訓子府）

正解者27名の中から抽選の結果、下記の方々が当選しました。おめでとうございます。

　楽しみにされていた夏祭りは満喫できましたか。夏休みも後半となりましたが、
ご家族やお友達との楽しい思い出がたくさんできていたら何よりです。暑さに気

を付けながら、残りの夏も素敵な時間をお過ごしください！

1,570人

5,316人

805戸

114,740百万円

19,908百万円

5,090百万円


